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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非撮影状態のときは、撮影可能状態のときよりも全長を短縮可能なズームレンズ鏡筒に
おいて、
　第一の枠と、
　上記第一の枠に対し回転しながら光軸方向に移動する第二の枠と、
　上記第二の枠を第一の枠に対し回転させ、光軸方向に移動させる第一の駆動手段と、
　上記第二の枠と伴に光軸方向に移動し、上記第二の枠に対し回転可能に支持された第三
の枠と、
　上記第三の枠を第一の枠に対し非回転とするため、上記第三の枠と上記第一の枠との間
に設けられた直進手段と、
　撮影可能状態では上記第三の枠を上記第二の枠に対し回転可能に、かつ、光軸方向には
相対的に移動しないように支持するための円周溝部分と、この円周溝部分と係合して摺動
する凸部と、撮影可能状態から非撮影状態に移行する際中に上記第三の枠を上記第二の枠
に対し光軸方向に相対移動させるため、上記円周溝部分から連続して形成され上記凸部と
係合して上記第二の枠の移動方向とは逆方向に上記第三の枠を駆動するカム溝部分とを有
する第二の駆動手段と、
を有し、
　上記直進手段は、上記第一の枠の直進溝と上記第三の枠の後端部にある凸とで形成され
、上記非撮影状態にあるときは、上記凸が上記第二の枠の後端面に形成された凹部分に位



(2) JP 4472389 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

置することを特徴とするズームレンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズームレンズ鏡筒の構造、特に沈胴状態での配置構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の沈胴可能なズームレンズ鏡筒において、図１１の枠部材配置を示す断面図に示す
ような枠部材配置（沈胴状態）を有する鏡筒１０１は、カメラ本体１０２に固定される固
定枠１０３と、レンズ保持枠を進退駆動するための枠部材としての回転枠１０４と、移動
枠１０５とを有してなる。
【０００３】
　上記従来のレンズ鏡筒においては、回転枠１０４は、固定枠１０３の雌ヘリコイド１０
３ａに螺合する雄ヘリコイド１０４ａにより、回転かつ進退自在に支持される。一方、移
動枠１０５は、回転枠１０４の円周溝１０４ｂに摺動自在に嵌入するガイド突起１０５ｂ
を有し、さらに、固定枠１０３の直進ガイド溝１０３ｂに摺動自在に嵌入するガイド突起
１０５ａを有している。従って、移動枠１０５は、固定枠１０３により回転規制された状
態で回転枠１０３とともに光軸Ｏ方向に進退駆動される。図１１は、レンズ鏡筒１０１の
沈胴状態を示しているが、この沈胴状態にあるとき、回転枠１０４と移動枠１０５は、と
もにカメラ本体１０２の前端面側に繰り込まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した図１１に示した構造を有するズームレンズ鏡筒１０１の場合、沈胴状態にある
とき、回転枠１０４の後端面とカメラ本体１０２との間に移動枠１０５のガイド突起１０
５ａが介在した状態となっている。言い換えれば、沈胴状態での回転枠１０４がカメラ本
体１０２に対してガイド突起１０５ａの厚みｔだけ前方にあり、沈胴状態でのレンズ鏡筒
の短縮化が十分になされているとはいえない。
【０００５】
　本発明は、上述の問題を解決するためになされたものであり、非撮影状態で全長を短縮
可能なズームレンズ鏡筒において、非撮影状態の鏡筒全長の十分な短縮化が可能なズーム
レンズ鏡筒を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１記載のズームレンズ鏡筒は、非撮影状態のときは、撮影可能状態のと
きよりも全長を短縮可能なズームレンズ鏡筒において、第一の枠と、上記第一の枠に対し
回転しながら光軸方向に移動する第二の枠と、上記第二の枠を第一の枠に対し回転させ、
光軸方向に移動させる第一の駆動手段と、上記第二の枠と伴に光軸方向に移動し、上記第
二の枠に対し回転可能に支持された第三の枠と、上記第三の枠を第一の枠に対し非回転と
するため、上記第三の枠と上記第一の枠との間に設けられた直進手段と、撮影可能状態で
は上記第三の枠を上記第二の枠に対し回転可能に、かつ、光軸方向には相対的に移動しな
いように支持するための円周溝部分と、この円周溝部分と係合して摺動する凸部と、撮影
可能状態から非撮影状態に移行する際中に上記第三の枠を上記第二の枠に対し光軸方向に
相対移動させるため、上記円周溝部分から連続して形成され上記凸部と係合して上記第二
の枠の移動方向とは逆方向に上記第三の枠を駆動するカム溝部分とを有する第二の駆動手
段とを有し、上記直進手段は、上記第一の枠の直進溝と上記第三の枠の後端部にある凸と
で形成され、上記非撮影状態にあるときは、上記凸が上記第二の枠の後端面に形成された
凹部分に位置する。
【発明の効果】
【０００８】
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　本発明によれば、非撮影状態で全長を短縮可能なズームレンズ鏡筒において、非撮影状
態での鏡筒全長の十分な短縮化が可能なズームレンズ鏡筒を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図に基づいて説明する。  
　図１は、本発明の一実施形態であるズームレンズ鏡筒の外観を示す斜視図である。図２
は、上記ズームレンズ鏡筒が装着される銀塩カメラのレンズ鏡筒沈胴状態での撮影光軸に
沿った断面図である。図３は、上記ズームレンズ鏡筒の撮影可能なワイド状態での撮影光
軸に沿った断面図である。図４は、上記ズームレンズ鏡筒の撮影可能なテレ状態での撮影
光軸に沿った断面図である。図５，６は、上記ズームレンズ鏡筒の分解斜視図である。図
７は、上記ズームレンズ鏡筒に内蔵されるフォーカスユニットの分解斜視図である。図８
は、上記ズームレンズ鏡筒における回転枠の内周部の展開図である。図９は、上記ズーム
レンズ鏡筒の沈胴状態における図８のＡ－Ａ断面図を示す。図１０は、上記ズームレンズ
鏡筒の撮影可能状態における図８のＢ－Ｂ断面図を示す。
【００１０】
　なお、以下の説明において、ズームレンズ鏡筒（レンズ鏡筒と記載する）の被写体側を
前方側とし（前方方向を＋Ｚとする）、結像側を後方側（または、背面側）とする（後方
方向を－Ｚ方向とする）。また、回転方向は、前方側から見たときの回転方向で示す。
【００１１】
　本実施形態のレンズ鏡筒１１０は、図２等に示すように銀塩カメラ１００に組み込まれ
るレンズシャッタタイプのズームレンズ鏡筒であって、該カメラ１００には、ズーム式光
学ファインダ装置が組み込まれているものとする。また、レンズ鏡筒１１０は、非撮影時
に各枠部材を固定枠内に略繰り込んで鏡筒の全長を撮影可能時より短縮することができる
、所謂、沈胴式レンズ鏡筒である。
【００１２】
　レンズ鏡筒１１０は、図１～６等に示すようにカメラ外装カバー１２０内にてカメラ本
体１３０に支持される第一の枠である固定枠１と、固定枠１内に組み込まれる枠部材とし
て、固定枠１に対して回転，進退自在に支持される第二の枠である回転枠２と、固定枠１
に対して回転規制され、回転枠２とともに進退移動する第三の枠である移動枠４と、回転
枠２とともに回転し、移動枠４に対して進退駆動されるカム枠３と、移動枠４により回転
規制され、かつ、カム枠３とともに進退移動する第四の枠であるフロートキー５と、フロ
ートキー５により回転規制され、かつ、カム枠３により進退駆動される第一群枠６と、フ
ロートキー５により回転規制され、かつ、カム枠３により進退駆動されるフォーカスユニ
ット７および第三群枠８と、フォーカスユニット７と第三群枠８を離間させる方向に付勢
する圧縮バネで形成される付勢バネ９と、光軸Ｏを有する撮影光学系（ズームレンズ）と
して第一群枠６に保持される第一群レンズ１１，第二群枠２３に保持されるフォーカシン
グレンズ群である第二群レンズ１２，第三群枠８に保持される第三群レンズ１３と、第一
群枠６とフォーカスユニット７の間に配される蛇腹遮光ゴム１７と、各枠部材間に配され
るリング状の遮光ゴム１８，１９，２０とを主に有してなる。
【００１３】
　固定枠１は、円環形状部材であって、固定枠１には内周部に第一の駆動手段である雌ヘ
リコイドネジ（以下、ヘリコイドネジは、ヘリコイドと記載する）１ａと、該ヘリコイド
に重畳する直進手段としての直進溝１ｂが設けられ、内周部に光軸Ｏに沿ったロングギヤ
挿入用凹部１ｃが設けられる。
【００１４】
　直進溝１ｂのうち、下方に配置される直進溝１b1には、２つのピン穴１ｆとビス穴１ｅ
等が設けられる。２つのピン穴１ｆには、それぞれズーム検出ピン３７Ａ，３７Ｂが外周
側から直進溝１b1内にその先端部が突出する状態で出没自在に挿入される。固定枠１の直
進溝１b1の外側の外周位置にズームエンコーダ８９であるズーム位置検出スイッチ部４０
を構成するワイド検出スイッチ接片３８Ａ，テレ検出スイッチ接片３８Ｂおよび検出スイ
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ッチコモン接片３９とがビス７２，７３をビス穴１ｅ等に螺着して固着される。一方のズ
ーム検出ピン３７Ａの下端部がコモン接片３９の後側端部３９ａに当接し、他方のズーム
検出ピン３７Ｂの下端部がコモン接片３９の前側端部３９ｂに当接している。後，前側端
部３９ａ，３９ｂは、常時はワイド検出スイッチ接片３８Ａ，テレ検出スイッチ接片３８
Ｂに接触（オン状態）している。繰り出された移動枠４のガイド突起４ａ（後述）により
ズーム検出ピン３７Ａ，３７Ｂの何れかが押圧されると、ワイド検出スイッチ接片３８Ａ
，テレ検出スイッチ接片３８Ｂがオフ状態に切り替わり、移動枠４のワイド端位置、また
は、テレ端位置が検出される。なお、ワイド検出スイッチ接片３８Ａ，テレ検出スイッチ
接片３８Ｂ，コモン接片３９の端部ブラシ部は、図示しない接続用フレキシブルプリント
基板に接触して保持され、その出力は、後述するＣＰＵ９１に入力される。
【００１５】
　ギヤ挿入用凹部１ｃには、回転枠駆動用ロングギヤ３６が挿入され、ロングギヤ３６は
、前方の軸穴１ｄと後方部の固定されるギヤ取り付け板３６ａとによって取り付けられ、
その回転軸は、光軸Ｏと平行に回転自在に支持される。
【００１６】
　ロングギヤ３６は、ズーム駆動時、ズームモータ６４によりギヤ列６７等を介して回転
駆動される。すなわち、図１に示すようにズームモータ６４の出力軸に固着されるピニオ
ン６５は、ギヤ列６７の入力側ギヤに噛合しており、ギヤ列６７の出力ギヤ側は、ネジギ
ヤ６８側に噛合している。ネジギヤ６８の回転は、出力ギヤ６９側に伝達される。出力ギ
ヤ６９は、ロングギヤ３６に常時噛合しているので、ズームモータ６４の回転は、ロング
ギヤ３６側に伝達される。
【００１７】
　ズームモータ６４の回転量は、ズームモータ出力軸に固着されるスリット板６５ａの回
転量を検出するズームエンコーダ８９であるフォトインターラプタ６６により検知される
。
【００１８】
　回転枠２は、円環形状部材であって、回転枠２には後端外周部にギヤ部２ｃと第一の駆
動手段である雄ヘリコイド２ａとが設けられる。後方内周部には内周に沿った第二の駆動
手段である複数の円周溝２ｅが設けられ、円周溝２ｅには、第二の駆動手段であるカム溝
部２ｇ，２ｆが連続して形成されている（図８）。カム溝部２ｆの端部には、移動枠４の
ガイドピン４ｄの組み立て挿入口２ｈが設けられる。また、回転枠２の後端面２ｄには、
カム溝部２ｆ，２ｇに対応した状態で該後端面２ｄから凹んだ形状の複数の凹部２ｉが設
けられる。さらに、内周部には光軸Ｏ方向に沿った複数の直進溝２ｂが設けられている。
【００１９】
　回転枠２は、雄ヘリコイド２ａを固定枠１の内周部の雌ヘリコイド１ａに螺合させて固
定枠１の内周部に嵌入される。そして、回転枠２は、固定枠１に装着されたロングギヤ３
６によりこれと噛合するギヤ部２ｃを介して回転駆動され、固定枠１に対して回転しなが
ら光軸Ｏ方向に進退移動する。
【００２０】
　移動枠４は、円環形状部材であって、移動枠４には後端部４ｆの外周部に外径方向に突
出する直進手段である複数のガイド突起（凸部）４ａと、ガイド突起４ａの前方位置にて
外方に突出する第二の駆動手段である複数のガイドピン４ｄと、内周部に雌ヘリコイド４
ｂ、および、光軸Ｏ方向に沿った直進溝４ｃとが設けられており、さらに、内外周部を貫
通する２本の螺旋状逃げ溝４ｅが設けられている。
【００２１】
　移動枠４は、ガイド突起４ａを固定枠１の直進溝１ｂに摺動自在に嵌入させた状態で回
転枠２の内周部に回転自在に嵌合して保持される。レンズ鏡筒が撮影可能状態にあるとき
は、移動枠４のガイドピン４ｄは、回転枠２の円周溝２ｅに摺動自在に嵌入しており、移
動枠４は、固定枠１に対して直進溝１ｂで回転規制され、かつ、回転枠２に対して円周溝
２ｅにより光軸Ｏ方向に一体の状態で回転枠２の内周部に支持され、進退移動する（図８
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，１０）。また、非撮影状態（沈胴状態）では、回転枠２の沈胴回動位置への回動によっ
て、ガイドピン４ｄがカム溝部２ｇを通過することによって回転枠２に対して所定量（ガ
イド突起４ａの厚み相当分）前方に移動してカム溝部２ｆに嵌入する。移動枠４のガイド
突起４ａは、回転枠２の凹部２ｉに嵌り込む（図８，９）。
【００２２】
　カム枠３は、円環形状部材であって、カム枠３には後端外周部に雄ヘリコイド３ａが設
けられる。また、後方内周部には複数のガイド突起３ｅが設けられる。また、内周部には
雌ヘリコイド３ｂと、光軸Ｏ方向に対して斜行するズーム用カムとして各３本のカム溝３
ｃ，３ｄが設けられる。また、上記後端の雄ヘリコイド３ａが設けられる部分に外方に突
出する２本のガイドピン１４が固着される。
【００２３】
　カム溝３ｃは、後述するフォーカスユニット７の第二群ガイド枠２１のカムフォロア１
５と嵌合するカム溝であって、第二群ガイド枠２１を介して第二群枠２３に保持されるフ
ォーカシングレンズの第二群レンズ１２をズーミングのために光軸Ｏ方向に進退させるた
めのズーム用カムである。但し、カム溝３ｃには、ズーミング時の第二群レンズ１２の光
学的必要移動量を制限するために後述するように該必要移動量に対して不足するカム筋が
形成されているものとする。合焦駆動時に上記ズーミングに光軸Ｏ方向に不足する移動量
を合焦駆動量に加算した第二群レンズ１２の補正駆動がなされる。
【００２４】
　カム溝３ｄは、第三群枠８のカムフォロア１６と嵌合するカム溝であって、第三群枠８
に保持される第三群レンズ１３をズーミングのために光軸Ｏ方向に進退させるためのズー
ム用カムである。
【００２５】
　カム枠３は、移動枠４の内周部の雌ヘリコイド４ｂに雄ヘリコイド３ａを螺合させた状
態で嵌合され、かつ、ガイドピン１４が逃げ溝４ｅを挿通した状態で回転枠２の直進溝２
ｂに摺動自在に嵌入させて組み込まれる。従って、カム枠３は、回転枠２とともに回転し
、かつ、移動枠４に対して相対的に光軸Ｏ方向に進退移動する。
【００２６】
　フロートキー５は、円環形状部材であって、フロートキー５には外周後端部に外径方向
に突出する複数のガイド突起５ａと、外周後方部に周方向に沿ったガイド溝５ｄと、外周
部に光軸Ｏ方向に沿った直進溝５ｅと、内外周を貫通する光軸Ｏ方向に沿った各３本の直
進ガイド溝５ｂ，５ｃが設けられる。
【００２７】
　フロートキー５は、ガイド突起５ａを移動枠４の直進溝４ｃに摺動自在に嵌入させ、さ
らに、ガイド溝５ｄにカム枠３のガイド突起３ｅを摺動自在に嵌入させた状態で組み付け
られる。従って、フロートキー５は、移動枠４によって回転が規制され、かつ、光軸Ｏ方
向にカム枠３と一体で進退移動する。
【００２８】
　第一群枠６は、円環形状部材であって、第一群枠６には後端外周部に雄ヘリコイド６ａ
と、内周部に光軸Ｏ方向に延びる直進ガイド凸部６ｂが設けられる。さらに、中央開口部
に第一群レンズ１１が保持され、その前面部に飾り板１０が固着される。
【００２９】
　第一群枠６は、直進ガイド凸部６ｂをフロートキー５の直進ガイド溝５ｂに摺動自在に
嵌入させ、かつ、雄ヘリコイド６ａをカム枠３の雌ヘリコイド３ｂに螺合させて組み込ま
れる。従って、第一群枠６は、フロートキー５によって回転規制された状態でカム枠３の
回転および進退移動にともなって光軸Ｏ方向に直進移動する。
【００３０】
　フォーカスユニット７は、図２，５，７等に示すように第二群ガイド枠２１と、フォー
カシングスレンズ，シャッタの駆動源が装着され、第二群ガイド枠２１の後側に取り付け
られるＬＤ地板２２と、シャッタ羽根，遮光羽根及びフォーカシングレンズである第二群
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レンズ等が組み込まれ、フォーカシング時に第二群ガイド枠２１に対して光軸Ｏ方向に相
対駆動される第二群枠２３と、第二群枠２３の前面に取り付けられるシャッタ蓋２５と、
第二群ガイド枠２１の前面に取り付けられる枠蓋２６と、第二群枠２３を光軸Ｏ方向に摺
動自在に支持するガイドロッド２７とを主に有してなる。
【００３１】
　ＬＤ地板２２は、中央開口部２２ａを有する枠部材であって、その前面側にシャッタ羽
根，遮光羽根の駆動源であるプランジャソレノイド装置５５と、合焦駆動の駆動源である
フォーカスモータ４１と、合焦駆動用ギヤ列４６と、合焦駆動用ギヤ列４６を介して第二
群枠２３を進退駆動する合焦駆動機構部と、フォーカスモータ回転量検出用フォトインタ
ラプタ６１と、シャッタ羽根移動位置検出用フォトインタラプタ６３等が組み込まれる。
このＬＤ地板２２は、第二群ガイド枠２１に対して背面側からフック２２ｃで仮止めした
後、ビス挿通穴２２ｂに挿通させたビス７１ａ、および、ビス挿通穴２２ｄを挿通させた
ビス７１ｂを第二群ガイド枠２１に螺着させて固定される。
【００３２】
　プランジャソレノイド装置５５は、ソレノイド部５８と、プランジャ５６と、該ソレノ
イド部と該プランジャとの間に介在され、該プランジャを突出方向（シャッタ羽根閉方向
）に付勢するプランジャバネ５７とを有している。プランジャ５６のスライド方向は、光
軸Ｏとの垂直面に沿った方向とする。プランジャ５６の先端には後述するシャッタ駆動レ
バー２９の端部２９ｂが当接する。
【００３３】
　フォーカスモータ４１は、光軸Ｏと平行方向に沿った出力軸を有しており、該出力軸に
は、ピニオン４２が固着されている。ピニオン４２は、合焦駆動用ギヤ列４６の初段ギヤ
４７に噛合する。この出力軸の回転量は、合焦駆動用ギヤ列４６中のギヤ４８の軸に取り
付けられたスリット板６２の回転を検出するフォーカスエンコーダ６０であるフォトイン
ターラプタ６１によって検出される。
【００３４】
　合焦駆動用ギヤ列４６の終段ギヤ４９は、一体的に固着される光軸Ｏと平行な合焦駆動
機構部の送りネジ５０を有しており、送りネジ５０には合焦駆動機構部の駆動用ナット５
２が螺合している。なお、この送りネジ５０まわりの合焦駆動機構部の詳細については、
後で説明する。
【００３５】
　第二群ガイド枠２１は、中央開口部２１ａを有する枠部材であって、外周部３ヶ所に凸
部２１ｂが設けられ、その凸部にそれぞれカムフォロア１５が固着される。
【００３６】
　フォーカスユニット７に内蔵される第二群ガイド枠２１の凸部２１ｂがフロートキー５
内部の直進ガイド溝５ｂに嵌入した状態で光軸Ｏ方向に直進ガイドされて支持される。そ
して、第二群ガイド枠２１は、ズーム駆動時、カム枠３のカム溝３ｃに嵌入するカムフォ
ロア１５を介してカム枠３の回転に伴って相対的に進退駆動される。
【００３７】
　第二群枠２３は、中央にシャッタ開口部２３ａを有する枠部材であって、第二群レンズ
およびシャッタ装置が組み込まれている。すなわち、この第二群枠２３には、該開口部２
３ａの後方側に第二群レンズ１２（図２）が保持され、前面側にシャッタ装置として撮影
光路を開閉する一対のシャッタ羽根である第一のシャッタ羽根３１と第二のシャッタ羽根
３２が一対の軸である支持ピン２３ｄと支持ピン２３ｅに回動自在に支持されている。さ
らに、シャッタ装置として撮影光の漏れを遮光する遮光羽根３３が支持ピン２３ｆにより
回動可能に支持されている。また、背面側上方部の光軸Ｏ方向に突出する軸部２３ｇには
シャッタ駆動レバー２９が軸穴２９ａにて回動可能に取り付けられている。また、第二群
枠２３の上方部に光軸Ｏ方向と平行なスリーブ２８が接着固定される。該スリーブの光軸
Ｏを挟んだ対向位置の外方に突出する回り止め用ガイド凸部２３ｂが設けられる。
【００３８】
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　スリーブ２８は、まず、第二群枠２３に対してガタのある状態で挿入される。そして、
該スリーブの内径部が第二群レンズ１２の光軸Ｏと平行で、かつ、光軸Ｏから所定の距離
離間した状態で位置するように治具等で位置決めした状態で第二群枠２３に接着，固定さ
れる。なお、このスリーブ２８には、第二群枠２３を摺動自在に支持するガイドロッド２
７が嵌入される。
【００３９】
　シャッタ駆動レバー２９は、プランジャ５６によって駆動される被駆動部材であり、か
つ、遮光羽根を含むシャッタ羽根を回動駆動する駆動部材である。そして、このシャッタ
駆動レバー２９は、軸部２３ｇに回動自在に嵌合する軸穴２９ａと、プランジャ５６の先
端に当接する端部２９ｂと、第二群枠２３のピン挿通長穴２３ｃを挿通して前方側に突出
し、シャッタ羽根，遮光羽根に係合するシャッタ駆動ピン２９ｃを有している。
【００４０】
　シャッタ駆動レバー２９は、シャッタバネ３０により時計回り（前方より見て）に付勢
されている。その付勢方向は、シャッタ駆動レバー２９の端部２９ｂがプランジャ５６の
先端側に当接する方向であり、かつ、シャッタ羽根３１，３２，遮光羽根３３を開放する
方向である。このシャッタバネ３０のシャッタ駆動レバー２９に対する付勢力は、プラン
ジャ５６側の付勢バネ５７の付勢力より弱い。従って、プランジャソレノイド装置５５が
オフ状態になるとシャッタ駆動レバー２９は、付勢バネ５７の付勢力によってプランジャ
５６を介してシャッタ閉方向に回動駆動される。
【００４１】
　なお、シャッタ駆動レバー２９とプランジャ５６とは、フォーカス駆動時に光軸Ｏ方向
に相対移動することからプランジャ５６の先端との当接状態を維持するためにシャッタ駆
動レバー２９の端部２９ｂは、光軸Ｏ方向に平行である軸穴２９ａ方向と平行に延びた形
状を有している。
【００４２】
　第一のシャッタ羽根３１は、シャッタ開口部２３ａを第二のシャッタ羽根３２と協働し
て開閉可能な遮光部を有している。そして、シャッタ羽根３１は、第二群枠２３の前面側
にて支持ピン２３ｄに嵌入し、かつ、駆動用長穴をシャッタ駆動レバー２９の駆動ピン２
９ｃに嵌入した状態で回動可能に支持される。
【００４３】
　第二のシャッタ羽根３２は、シャッタ開口２３ａを第一のシャッタ羽根３１と協働して
開閉可能な開口縁部をもつ遮光部を有している。すなわち、第二のシャッタ羽根３２は、
第一のシャッタ羽根３１に対してシャッタ閉状態において該開口部２３ａ上にて食い合わ
せ部分（重なる部分）を形成する。このシャッタ羽根３２は、第二群枠２３の前方側でシ
ャッタ羽根３１の前面に重畳させた状態で支持ピン２３ｅに嵌入し、かつ、駆動用長穴を
シャッタ駆動レバー２９の駆動ピン２９ｃに嵌入した状態で回動可能に支持される。
【００４４】
　遮光羽根３３は、シャッタ開口部２３ａをシャッタ羽根３１，３２とで遮蔽した状態で
のシャッタ羽根３１，３２の重畳部からの光漏れを遮断し、かつ、シャッタ開時には、シ
ャッタ羽根３１とともにシャッタ開口部２３ａから退避可能な遮光部を有している。この
遮光羽根３３は、第二群枠２３の前面側にてシャッタ羽根３２の前面側の遮光部の縁部を
覆った状態で該シャッタ羽根３２をシャッタ羽根３１とで挟んだ状態で配置される。その
取り付け状態で支持ピン２３ｆに嵌入し、かつ、駆動用長穴をシャッタ駆動レバー２９の
駆動ピン２９ｃに嵌入させた状態で回動可能に支持される。
【００４５】
　遮光羽根３３の前面にさらに遮光シート２４を乗せて、覆った状態とする。なお、遮光
シート２４には、シャッタ開口部２３ａと等しい大きさの中央開口部２４ａや駆動ピン２
９ｃの逃げ穴２４ｃや第二群枠付勢バネ３５の逃げ部２４ｂ等が設けられている。
【００４６】
　シャッタ羽根３１，３２と遮光羽根３３および遮光シート２４が組み込まれた第二群枠
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２３には、その前面にシャッタ蓋２５が第二群枠２３の係止ピン２３ｈ，２３ｉ，２３ｊ
で係止されて装着され、ユニット化される。なお、シャッタ蓋２５には、駆動ピン２９ｃ
の逃げ穴２５ｃや第二群枠付勢バネ３５の逃げ部２５ｂ等が設けられている。
【００４７】
　ユニット化された第二群枠２３は、第二群ガイド枠２１に対してその前面側からガイド
凸部２３ｂを第二群ガイド枠２１の光軸Ｏと平行に形成されたガイド凹部２１ｄに摺動自
在に嵌入させた状態で装着される。さらに、その装着状態で枠蓋２６を第二群ガイド枠２
１の前面にガイド枠の位置決めピンで位置決めした状態ではめ込み、枠蓋２６の係止穴部
２６ｂを第二群ガイド枠２１のフック部２１ｆに係止させて仮止め状態とする。そこで、
ガイドロッド２７を枠蓋２６のロッド支持穴２６ｃに挿通させてその先端部を第二群ガイ
ド枠２１のロッド支持穴２１ｃに圧入して固定する。なお、その固定状態でガイドロッド
２７には、枠蓋２６と第二群枠２３の間に第二群枠付勢バネ３５が圧縮状態で挿入される
。
【００４８】
　上述したＬＤ地板２２に組み込まれる合焦駆動機構部は、フォーカスモータ４１により
駆動されるギヤ列４６の終段ギヤ４９に一体的に固着される光軸Ｏと平行な送りネジ５０
と、送りネジ５０に螺合する駆動用ナット５２とを有してなる。
【００４９】
　合焦駆動時にフォーカスモータ４１の出力軸が回転駆動されると、終段ギヤ４９の回転
に伴って送りネジ５０を介して駆動用ナット５２が移動するので、第二群枠２３は、駆動
用ナット５２を介して付勢バネ３５の付勢力に抗して押圧され、第二群ガイド枠２１およ
びＬＤ地板２２に対して相対的に光軸Ｏと平行なＺ方向に進退し、合焦駆動される。
【００５０】
　第三群枠８は、中央開口部に第三群レンズ１３を保持する円板形状の枠部材であって、
第三群枠には、外周部に３つの直進ガイド凸部８ａが設けられ、該凸部上には３本のカム
フォロア１６がそれぞれ固着されている。
【００５１】
　第三群枠８は、フロートキー５の内周部にて直進ガイド凸部８ａをフロートキー５の直
進ガイド溝５ｃに摺動自在に嵌入させた状態でフォーカスユニット７の後方位置に光軸Ｏ
方向に進退自在に挿入される。そして、第三群枠８のカムフォロア１６は、カム枠３の内
周のカム溝３ｄに摺動自在に嵌入される。従って、第三群枠８は、光軸Ｏ方向に直進ガイ
ドされた状態でカム枠３の回転および進退移動にともなってカム溝３ｄによって進退移動
する。
【００５２】
　第三群枠８とフォーカスユニット７のＬＤ地板２２との間には、圧縮バネである付勢バ
ネ９が挿入されており、常時、離間する方向に付勢力が作用している。従って、第三群枠
８のカムフォロア１６とカム溝３ｄとの間の嵌合ガタおよび第二群ガイド枠２１のカムフ
ォロア１５とカム溝３ｃとの間の嵌合ガタがない状態で第三群枠８および第二ガイド枠２
１（第二群枠２３）は、進退移動することになる。
【００５３】
　次に、上述した構成を有する本実施形態のレンズ鏡筒１１０における各鏡枠の進退動作
ついて説明する。  
　本レンズ鏡筒１１０において、非撮影状態（沈胴状態）では、図２に示すように回転枠
２の内部に移動枠４，フロートキー５、さらに、カム枠３や第一群枠６，フォーカスユニ
ット７，第三群枠８等の鏡枠部材は略繰り込まれ、さらに、回転枠２は、固定枠１の内部
に略繰り込まれている。
【００５４】
　撮影可能状態にするためには図２の沈胴状態にあるレンズ鏡筒１１０の回転枠２をロン
グギヤ３６によって回転駆動し、回転枠２，カム枠３，第一群枠６，フォーカスユニット
７および第三群枠８をそれぞれ光軸Ｏ方向に繰り出して、図３，４の撮影可能なワイド状
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態とする。詳しくは、回転枠２は、上記回動駆動により固定枠１の雌ヘリコイド１ａを介
して前方に繰り出される。移動枠４は、回転することなく回転枠２とともに前方に繰り出
される。カム枠３は、回転枠２とともに回転しながら繰り出されるが、その繰り出し位置
は、移動枠４の雌ヘリコイド４ｂを介して繰り出されることからカム枠３よりもさらに前
方に繰り出される。フロートキー５は、移動枠４により回転規制された状態でカム枠３と
ともに繰り出される。また、第一群枠６は、フロートキー５により回転規制された状態で
カム枠３の雌ヘリコイド３ｂを介してカム枠３よりも前方に繰り出される。フォーカスユ
ニット７，第三群枠８は、フロートキー５によって回転規制された状態でカム枠３のカム
溝３ｃ，３ｄによって繰り出される。
【００５５】
　その後、ズーム駆動によって回転枠２，カム枠３が回転駆動されると、第一群枠６，フ
ォーカスユニット７，第三群枠８等がそれぞれのズーム位置に繰り出され、あるいは、繰
り込まれる（図３，４）。さらに、撮影開始に際してレリーズスイッチ（図示せず）の一
段目の操作により測距手段（図示せず）より取り込まれた被写体距離データに基づいたフ
ォーカスユニット７の合焦駆動が行われる。
【００５６】
　上述した撮影可能な状態において、移動枠４は、ガイド突起４ａが固定枠１の直進溝１
ｂに嵌入した状態で、さらに、ガイドピン４ｄが回転枠２の円周溝２ｅに摺動自在に嵌入
し、回転枠２と光軸Ｏ方向に一体的に支持されており、ガイド突起４ａが回転枠２の後端
面２ｄの後方に突出した状態になっている（図８のＢ－Ｂ断面，図１０の状態）。そこで
、レンズ鏡筒１１０を沈胴状態とするために回転枠２を沈胴回動方向（時計回り）に回動
駆動させると固定枠１に対して回転しながら沈胴位置まで繰り込まれる。そのとき、移動
枠４のガイドピン４ｄが円周溝２ｅのカム溝部２ｇに沿って駆動されるので、回転枠２に
対して相対的に前方に移動する。回転枠２が沈胴回動位置に到達したとき、ガイドピン４
ｄは、カム溝２ｆに達し、移動枠４のガイド突起４ａは、回転枠２の後端面２ｄから凹ん
だ凹部２ｉに嵌り込む（図８のＡ－Ａ断面，図９の状態）。
【００５７】
　上述した回転枠２，移動枠４の沈胴状態では前述の図１１に示したように従来のレンズ
鏡筒のように回転枠の後端面とカメラ本体との間に移動枠のガイド突起が介在する状態と
はならない。すなわち、移動枠４の後端部４ｆ上のガイド突起４ａが回転枠２の後端面２
ｄから凹んだ凹部２ｉに嵌り込むので回転枠２の後端面２ｄをカメラ本体１３０の鏡筒取
り付け面に直接当接させることができる。なお、上記沈胴状態にあっては、前述したよう
に回転枠２の内部に移動枠４をはじめ、カム枠３，フロートキー５，第一群枠６，フォー
カスユニット７，第三群枠８等の鏡枠は略収納され、さらに、回転枠２は、固定枠１の内
部に略繰り込まれている。
【００５８】
　従って、本実施形態のレンズ鏡筒１１０によれば、沈胴状態（非撮影状態）において回
転枠２をカメラ本体１３０に直接当接する位置まで繰り込むことが可能であり、上記非撮
影状態において、移動枠４と回転枠２とを収納効率のよく収納することでレンズ鏡筒の全
長をより短縮させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明によるズームレンズ鏡筒は、撮影可能状態よりも非撮影状態のときに全長を短縮
可能なズームレンズ鏡筒において、上記非撮影状態における全長が十分短縮されたズーム
レンズ鏡筒として利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の一実施形態であるズームレンズ鏡筒の外観を示す斜視図である。
【図２】図１のズームレンズ鏡筒が装着される銀塩カメラのレンズ鏡筒沈胴状態での撮影
光軸に沿った断面図である。
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【図３】図１のズームレンズ鏡筒の撮影可能なワイド状態での撮影光軸に沿った断面図で
ある。
【図４】図１ズームレンズ鏡筒の撮影可能なテレ状態での撮影光軸に沿った断面図である
。
【図５】図１のズームレンズ鏡筒の分解斜視図の一部を示す。
【図６】図１のズームレンズ鏡筒の分解斜視図の他の一部を示す。
【図７】図１のズームレンズ鏡筒に内蔵されるフォーカスユニットの分解斜視図である。
【図８】図１のズームレンズ鏡筒における回転枠の内周部の展開図である。
【図９】図８のＡ－Ａ断面図であって、沈胴状態での断面図である。
【図１０】図８のＢ－Ｂ断面図であって、撮影可能状態での断面図である。
【図１１】従来のズームレンズ鏡筒の枠部材の配置を示す部分拡大断面図である。
【符号の説明】
【００６１】
　　１　…固定枠（第一の枠）
　　１ａ…雌ヘリコイド（第一の駆動手段）
　　１ｂ…直進溝（直進手段）
　　２　…回転枠（第二の枠）
　　２ａ…雄ヘリコイド（第一の駆動手段）
　　２ｅ…円周溝（円周溝部分，第二の駆動手段）
　　２ｆ，２ｇ
　　　　…カム溝部（カム溝部分，第二の駆動手段）
　　２ｉ…凹部（凹部分）
　　４　…移動枠（第三の枠）
　　４ａ…ガイド突起（凸，直進手段）
　　４ｄ…ガイドピン（凸部，第二の駆動手段）
　　５　…フロートキー（第四の枠）

　　　　　　代理人　　　弁理士　　伊　藤　　進
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